
多文化共生施策の推進
凋ミ

ほじめに

昨
年
ロ
月
に

確定
し
た 、
「
中

期
4
か
年
計
画
(
2
0
1
0
1

2
0
1
3
年)」
で
は 、
基
本
政

策
に

国際交
流
と
と
も
に
「
多
文

化共生
の
推進」
と
い
うこ
と
が

柱
立
て
さ
れ
た 。
こ
の
4
か
年
で

本市と
し
て
こ
の
分
野
に
力
を
入

れ
て
い
こ'
?と
い‘

ユ衣れ
と
言
え

る 。

本市
で
は
こ
れ
ま
で 、
多
文

化共生
施策

関係区局
の
課
長に

多文化共生

推進担当を

兼務発

令
し 、

課長会を
通
じ
て
様々
な

検
討
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る 。
そ
こ
で 、
本
稿
で
は 、
こ
こ

数
年
の
本市
の

多文化共生
の
取

組
を
振
り返
る
と
共
にA
議
に

つ

い
て

老桑す
る
機
会
と
し
た
い 。

2 

な
ぜ

今多文化
共
生
な
の
か

川
市
民
の
印
人
に一
人
は
外
国
人

経
靖 、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
や
国
際
結
婚
の
増
加 、

ま
た 、

平成
2
年
の
「
出
入
国管

理
及
び
難
民

認定法」
の
改
正
に

よ
り
日
系
3
世
ま
で
の
就労
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
要
因

に 、
我
が
固
に
在住
す
る
外
固
人

の
数
は 、
増
加
し
て
き
た 。
横
浜

市
に
おい
て
も 、

平成
2
年
に
約

3
万
6
千
人
だっ
た
外
固
人
登
録

者数
が 、

平成
n
年
に
は
約
8
万

人
と
却
年間
で
2
倍
以
上
に
増
加

し
て
い
る 。
(
図
1)
最
も
人
口

の
少
な
い
西
区
が 、
9・
1
万
人

と
い
うこ
と
を
考え
る
と
8
万
人

と
り

?人数
は 、
四
番
目
の
区
と

言っ
て
も
過
言
で
は
な
い
規模
で

あ
り 、
市
民
の
印
人
に
1
人
が
外

国
人
と
い

う許算
に
な
る 。
ま
た 、

出一身国も多固籍化が
進
み 、
横

浜
に
在住
し
て
い
る
外
固
人
の
出

身
国
は 、
1
4
8
か
国
に
及
ぶ 。

ω在住外
国
人
の
抱
え
る
課
題

在
住
外
国
人
の
増
加
及
び
多

国籍化
と
と
も
に 、

滞在期
間
の

長期化
や 、
家
族
滞
在
が
増
加
す

る
傾向
に
あ
る
中
で 、

在住外国

人
が
抱
え
る
問題
も
変
化
し
て
い

る 。
横浜
市
は 、

国際交
流
ラ
ウ

ン
ジ
(
平成
辺

年現在 、

市内
に

m
か
所)
を
設
置
し 、

在住外国

人
に
身近
な
地
域
に
おい
て 、
市

民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
憤万

を
得
な
が
ら
多
言
語
に
よ
る
情報

提供
や
相談 、
日
本人
と
外
国
人

の
交
流
を
進
め
て
い
る 。
本
ラ
ウ

ン
ジ
で
の

相談内
容
の
変
化
を
見

る
と 、
統
計
を

取り始
め
た
率成

日
年
度
に
は 、
「
出
入
国・
在
留

資
格」 、
「

法律」 、
に
関
す
る
相

談
が
上
位
を
占
め
て
い
た
が 、
平

成
幻
年度
に
は 、
「
育児・

教育」 、

「
福
祉・
医
療」 、
「
仕
事」
の
順

に
なっ
て
い
る 。
特
に 、
「
育児・

教育」 、
「福
祉・
医
療」
は 、
平

成
日
年度
と
比べ
る
と
4
惰
を
超

え
る
増
加
と
な
っ
て
い
る 。
(
表

相
談
が 、
外
国
人
に
特
有
の

事
柄
か
ら 、
生
活
に
密
着
し
た
内

容
に
変
化
し
て
お
り 、

在住外国

人
が
日
本人
と
同様
の
生

活者と

し
て 、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る 。
ま
た 、

具体的

な

相談内
容
も 、

子育
て
の
不安

や
学
校
生
活
で
の
ト
ラ
ブ
ル 、
生

活保護 、
ド
メス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス 、
受
診
の
問
題
な
ど
に

見
ら
れ
る
よ
うに 、
深
刻
化、
複

外国人登録者数推移

H2 H22 H12 H17 
(各年3月末現在)

H7 

図1

32.964 

(人数)
90，制調。
80，回目。
70，倒拘
置0'償却
5日.償却
40，償却
30，償却
20，償却
10，倒却

。

雑化
し
て
い
る 。

3 

現在
ま
で
の
取
組

川
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
ま
ち
づ
く
り

揖軒
国
は 、
平
成
四
年
3
月
に
総

務者自治
行政
局

国際室
長
か
ら

の
通
知
で 、
地
域
の

室備と
梓佐

を

踏まえ 、
地
域
に
お
け
る
多
文

化共生
に
係
る
指針 、
計
画
の
策

定
と
施策
の
計
画
的
か
っ

総合的

な

実施を
依頼
し
て
い
る

本
市
は 、
こ
の
よ
う
な
国
の

動き
に
先行
し 、

平成
臼
年度
に 、

外
国
人 、

有識者 、
外
国
人
守護

団体等
か
ら
な
る
「
よ
こ
は
ま
国

際性豊
か
な
ま
ち
づ
く

り検討委

員
会」
を
設置
し 、
外
国
人
が
生
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活す
る
上
で
の
課題
や
「
横
浜
市

が
外
国
人
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
選
ば
れ
る
た
め
の
課
題」

を
検
討
し
て
き
た 。

さ
ら
に 、
同
年
度
に
は 、
「
ヨ

コ
ハ
マ
国
際
ま
ち
づ
く

り指針」

(
図
2)
を
定
め
た 。
本
市
は 、

現
在 、
こ
の
指
針
に
従
っ
て 、

施
策
を
進
め
て
い
る 。
指
針
は 、

2
部
構
成
で 、
在
住
の
外
国
人

に
関
わ
る
の
は 、
第
l
部
の
「
外

国
人
が
住
み
や
すい
ま
ち」
の
中

で
あ
り 、
「
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援」
と
し
て 、
多
言
語
で

の
情
報
提
供・
相
談 、
日
本
語

学
習
支
援 、
「
生
活
支
援」
と
し

て
居
住 、
教
育 、
就
労 、
医
療・

保健・

福祉 、

臨脅
か
ら
の
支

援 、
「
多
文
化
共生
の
ま
ち
づ
く

り」
と
し
て 、

交流・
相
互
理
解・

日
常
の
地
域
の
支
え
合
い 、
外

国
人
の
目
立
と
社
会
参
画
を
掲

げ
て
い
る 。
ま
た 、
第
2
部の「
外

国
人
が
訪
れ
た
い
ま
ち
を
め
ざ

し
て」
で
も
掲
げ
て
い
る
人
材 、

活
動
し
や
す
い
環
境 、
魅
力
づ

く
り
は 、
多
文
化
共
生
に
も
つ

な
が
る

点も多い 。

ω
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
ま
ち
づ
く
り

推進委員会

先
述
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
ま

ち
づ
く
り
指
針」
を
受
け
て
本

市
で
は 、
四
年
9
月
に
「
ヨ
コ

ハ
マ
固
際
ま
ち
づ
く

h務蓬委員

会」
を
設置
し 、

事業
の

方向性

や
優
先
順
位 、
あ
る
い
は
市
民・

民

間事業者・
公
益
団
体・

行政

等
の
連携
に
関
す
る
こ
と
につ
い

て 、
ご
意
見
を
頂い
て
い
る 。
本

稿を
担
当
し
て
い
る

多文化共生

担
当

課長会
は 、
こ
の

委員会
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り 、

委員会
か

ら
の
ご

意見を、つ
け
て 、

具体的

な
施策
の
検
討
を
行っ
て
い
る 。

ω災害時
の

対応を
倒
と
し
た
取

組
i
Y
O
K
E
と
の
連
携

加
年
度
に
は 、
ヨ
コ
ハ
マ
国

際ま
ち
づ
く

り推進委員会
で
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
外
国
人
に
対

す
る
防
災
対
策
を
テ
I
マ
と
し

た 。

震災時
に 、
外
固
人
の
亨裏

方法
や 、
ど
う
し
た
仕組
み
が
必

要
な
の
か
の
意
見
が
出
さ
れ 、
そ

の
意
見
を

踏まえつ
つ 、
市
と
し

て

施策を

具体化
し
た 。

そ
の一つ

は 、
平
成
幻
年
3

月
に

本市と
公
益
財
団
法
人
横

浜
市

圏堅議控訴(
Y
O
K
E)

が
締
結
し
た 、
「
横
浜
市
外
国
人

震
災
時
情報
セ
ン
タ
ー
の
設
置・

運
営
に
関
す
る
協定」
で
あ
る 。

こ
れ
は 、
地
震
に
よ
り
横
浜

市災客婦策本部
が
設置
さ
れ
た

場合 、

本市
の
要
請
に
よ
り 、
Y

O
K
E
が
「
横浜
市
外
国
人
震災

時情報
セ
ン
タ
ー」
を
Y
O
K
E

の

事事所内
に
設
置
す
る
と
い
う

も
の
で 、震災時

に
外
国
人
に
対
し
て
必

要
な

情報等
の
翻
訳
を
行
うこ
と

や 、
地

域腐火拠点等へ
の
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
及
ぴ
そ
の

調整 、
外
国
人
か
ら
の
相談・
問

い
合
わ
せ
等へ
の
対
応
が
業
務
と

なっ
て
い
る 。

も
う一
つ
は 、
災
害
時
多
言

語情報
シ
I
ト
を
全
地

域防災拠

点
(
4
5
2
か
所)
・
区
役
所・

国際究誠
ラ
ウ
ン
ジ
に
配
付
し
た

こ
と
で
あ
る 。
こ
の

情報
シ
l
ト

に
は 、
避

難場附
で
掲示
さ
れ
る

こ
と
ぼ
や

文亨乞
想
定
し 、
杢
言

語
で
翻
訳
し
て
あ
る 。
例
え
ば 、

「
こ
の
水道
は
使え
ま
せ
ん」 、「
炊

き
出
し一

O時
O
分
か
ら」
と
い
っ

た
表
現

が 、
英

語 、
ポ

ル
ト
ガ

相談内容
13年度 21年度 増加(倍

倍率) 
件数 構成率低 件数 構成車偽

育児・教育 224 1.48 1，023 4.40 4.57 
福祉・医療 221 1.46 968 4.17 4.38 

生 仕事 197 1.30 334 1.44 1，70 
活

法律に関わる相談 230 1.52 475 2.05 2.07 
相
説 出入国・在留資格 252 1.66 386 1.66 1.53 

住居 156 1.03 242 1.04 1.55 
その他の生活相談 412 2.72 780 3.36 1.89 

その他 13，447 88.82 19，019 81.88 1.41 
合計 15，139 100.0 23，227 100.0 1.53 

相談内容の変化表1

まちづくり指針メニュー図2

ル
語 、
ス
ペ
イ
ン
語 、
タ
ガ
ロ
グ

語 、
中
国語
(

簡体字・

繁体字) 、

ハ
ン
グ
ル 、
や
さ
し
い
日
本
語
で

表記
さ
れ
て
お
り 、
日
本
語
が
不

自
由
な
外
国
人
の
避
難
者
に
対
し

て
二
不す
こ
と
で
最
低
限
の
理
解

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

①.市イメータの陶土
②地姻のE阜の再
e渇属品L品、文化の副虞
⑥魅i7Jあ晶観:Æとイベント
⑤漕の盤調づ〈甲

(3)"文化共生@事ちづ(\1

【1)圃陽性畢かな京事づ〈り

(1)コ車晶ニケ._.....�ンヨE・

@生清ま・
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る。ま
た、
災
害
時
に
ど
こ
に
避

難
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

の
意
見
を
踏
ま
え、
2
年度
に
西

区
に
お
い
て
自
治会
町
内
会
の
掲

示
板
(
約
6
0
0
か
所)
及
び
地

域
防
災
拠
点
(
小
中
学
校)
に、

英
語、
ハ
ン
グ
ル
又
は
中
国
語、

日
本
語
で
掲
示
し
て
い
る。

4 

庁内
の
共
生

推進担
当

川概
要

多
文
化
共
生
推
進
担
当
課
長

の
兼
務
は、

在住外
国
人
に
係
る

施
策
が
多
分
野
に
及
ぶ
こ
と
か

ら、

庁内
横
断
的
な

推進体制
と

し
て、

平成
剖
年
4
月
に、
多
文

化
共
生
施
策
に
密
接
に
絡
む
関
係

区
局
の
日
名
の
課
長
に
発
令
さ

れ、
国
際
政
策室
が
事
務
局
を
担

い
な
が
ら、
日
頃
の

情報交
換
や

業
務
で
の
連
携、
ま
た、
定
期
的

な
課
長
会
を
通
じ
て
議
論
や
施
策

の

検討
を
進
め
て
き
て
い
る。

ω

具体的
な
取
組

巾訴
国
人
市
民
意
識
調
査

本
調
査
に
つ
い
て
は、
外
国

人
の
ニ
l
ズ
や
課
題
を
総
合
的
に

把握
す
る
目
的
で、

平成
剖
年
7

月
に
実
施
し
た。
本
課
長
会
で
は

調
査
項
目、

方崖守
に
つ
い
て
具

体的
な
検討
を
行っ
た。
こ
う
し

た
意
見
を
反
映
さ
せ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行い、

市内在住
の
外

国
人
の
う
ち
満
却
歳
以
上
5
千
人

の
中
で、
l，
8
1
2
件
の
回
答

(
回
答
率
お・
2
%)
を
頂
き、
市

内
在
住
の
外
国
人
を
巡
る
現
状、

生
活
で
困っ
て
い
る
こ
と
や、
防

災、
子
育
て・
教
育、
あ
る
い
は

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
と

い
っ
た
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た。②日
本

語学
習
支
援

調
査
結
果
の
中
で
は、
「
日
本

で
の
生
活
で
困っ
て
い
る
こ
と
や

心
配
な
こ
と」
の一
番
目
が
「
日

本
語
の
不自
由
さ」
で、
初・
6
%

と
なっ
て
い
る。
一
方
で、
日
本

語
に
対
す
る
学
習
意
欲
は
高
く、

約
回
%
が
学
び
た
い
と
高
い
学
習

意欲
を
示
し
て
お
り、
生
活
者
と

し
て
の
顔
を
持つ
中
で、
ソ
フ
ト

基
盤
と
し
て
の
日
本
語
の

習得
が

大
き
な
課
題
に
なっ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た。
現
在
横

浜市内
に

は、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
始
め、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日

本
語
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
る。

外
国
人
の
日
本
語
学
習
の
主
な
受

け
皿
と
なっ
て
き
た
の
が
こ
れ
ら

の
日
本
語
教
室
で
あ
る。

し
か
し
近
年
の
在
住
外
国
人

の
増
加
を
受
け
日
本
語
の
ニ
l
ズ

が多様化
し
て
い
る。
特
に
ポ
ラ

写真 宣
'

轍
一
本-脚内

nu
同
44T'
 

ン
テ
ィ
ア
教
室
に
と
っ
て
負
担

の
大
き
い
日
本
語
の
初

期指導
と

集
中
的・

継続
的
に
学
習
で
き
る

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ヲ匂。こ
れ
を
受
け、
平
成
2
年
度

に
本市
は、
日
本
語学
習
支
援事

業
を
開
始
し
た。
初
年度
は
日
本

語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
外
国
人

の
た
め
の
「
初
期
日
本
語
教
室」、

小

学校低
学
年
の
子
供
と
そ
の
親

を

対象と
し
た
「
親
子
日
本
語
教

室」
を
開
催
し
て
い
る。
生
活
の

た
め
の
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
や
親
子
が
と
も
に
日
本

の
学
校
に
な
じ
む
こ
と
を
目
指
す

実
践
的
な
形
の
支
援
を
展
開
し
て

い
る。

加え
て、
今
回
の
教
室
は、

日
本
語
を
教え
る
側
の
研
修
を
兼

ね
る
内
容
に
なっ
て
い
て、
市
民、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら、
裾
野
を
広
げ
る
取
組
を
目
指

し
て
い
る。
③多言
語
で
の

情報

提供

同
調
査
の
結
果
で
明
ら
か
に

な
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
は、

市
役
所
か
ら
の
情報
入
手
の

方法

に
つ
い
て
は、
家
族、
同
じ
国
出

身
の
友
人・
知
人、
日
本
人
の
友

人・
知
人
が
上
位
3
位
ま
で
を
占

め、
本
市
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
や
窓

口
は
そ
の
後
と
なっ
て
い
る
こ
と

で
あ
る。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
つ
つ、

本市
の
情報
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
く
か、

検討
し
た0

.
「
横
浜
市
外
国
人
広
報
の
あ
り

方
に
関
す
る
指
針」
及
び
「
横

浜
市
外
国
語
広
報
取
扱
規
程」

は、
内
容
の
重
複
が
あ
り、
職

員
の

認知度
も
低い。
多
言
語

共
生
社
会
の
推
進
に
向
け
て、

新
た
な
指
針
と
し
て
見
直
し、

職
員
に
周
知
徹
底
す
べ
き
で

あ
る。

・

本市
の
ホ
l
ム
ベ
l
ジ
は、
外

国
版
ト
ッ
プ
ペ
l
ジ
が
英
語

版
の
み
で、
情
報
が
十
分
で

は
な
い。

・
1
0
0
%
の
翻
訳
率
で
は
な

い
が、
予
算
が
厳
し
い
中
で、

機
械
翻
訳
の
導
入
を
検
討
が

必
要
で
あ
る。

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た。

多
言
語
に
よ
る
指
針
に
つ
い

て
は、
昨
年
7
月
に
「
横
浜
市多

言

語広報指針」
と
し
て、
実
践

的
な
内
容
に
見
直
す
と
と
も
に、

横浜市多言
語
情報

共有推進
会

議
等
を
通
じ
て、
職
員へ
の
周
知・

徹
底
を
図
っ
て
い
る。
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
に
つ
い
て
は、
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
市
民
局
広
報
課
が
中
心
と

な
り、
A
P
E
C
開
催
に
向
け、

多
言
語
化
の
充
実
を
検
討
し、
多

言
語
版
ト
ッ
プ
ベ
l
ジ
の
作
成、

機械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
な

さ
れ
た。

5 

多
文
化
共
生
社
会
の
目
指
す

と
こ
ろ

川
共
に
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

「
多
文
化
共
生」
と
は、
総
務

省
の
「
多
文
化
共
生
の
推
進
に
関

す
る
研
究
会
報
告
書」(
2
0
0
6

年
3
月)
に
よ
れ
ば、
「
国
籍
や

民
族
な
ど
が
異
な
る
人
々
が、
互

い
の
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い、

対等
な

関係を
築
こ
うと
し
な
が

ら、
地
域
社
会
の
構成
員
と
し
て

共
に
生
き
て
い
く
こ
と」
と
あ
る

が、
本
市
と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ

に
つ
い
て、

概括
す
る。

一
つ
目
は、
外
国
人
が
日
本

人
と
と
も
に
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環境
を
整え
る
こ
と
で
あ

る。
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
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滑
化 、
多一
言
語
で
の
相談
や
情報

発
信
に
よ
る
不
安
解
消
が
必
要

で 、
地
域
と
い、
1R
か
ら 、
区 、

国際交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
果
た
す役

割
が
重
要
に
な
る 。
「
鶴
見
区
多

文化共生
推進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン」
を
定
め
て
い
る

鶴見区
で
は 、

多言語表示
し
た
ゴ
ミ
袋
を
作成

し 、
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る 。
ま

た 、
中
区
で
区
職
員
が
区
域
に
暮

ら
す
中
国
人
の
情報
や
声
を
聞
き

な
が
ら 、
「
春
夏
秋
冬」
と
い
う

中

国語広報紙を
発
行
し
て
い
る

の
は 、
好
例
で
あ
る 。

凶活
性化

二
つ
目
は 、
社
会
経
済
の
活

性
化
で
あ
る 。

外資系企
業
の
誘

致 、
研
究
者
や

技街岩等を
は
じ

め
と
し
た
外
国
人
の
就業 、
あ
る

い
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 、
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
の
E
P
A(

経清連携協g

に
よ
る

介護福祉
士 、

重需
の

受
け入
れ
は 、

今後
の
横浜
の
持

続的
な
発
展
に
は 、
欠
か
せ
な
い 。

ま
た 、
地
域
レ
ベ
ル
で
も

活性化

に
つ
な
が
る
芽
が
出
つ
つ
あ
る 。

住民
の
3
割
を

在住外国人
が
占

め
る
泉
区
の
県営い
ち
ょ
う
団
地

で
は 、
外
国
や
外
国
に
つ
な
が
る

若者
が 、
地
域
の
防

災活動乞
担

う
「
多
文
化
レ
ス
キュ
ー
ユ
1
ス

寸周司
自民巴凹(トライ・エンジェ

ル
ス
こ
が
結
成
さ
れ 、
地
域
の

防泌記揖雰-
担っ
て
い
る 。
地
域
担

で
支援
さ
れ
る
側
か
ら 、
地
域
を
一
6

担う側
に
なっ
て
い
る
注
目
すベ

き
取
り
組
み
で
あ
る 。
こ
の
活動

は 、
地
域
の
新
し
い

戸治活動
モ

デ
ル
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら 、

神
奈
川
県
下
で
初
の

国際交流基

金
地

帯民賞を見守貸
し
た 。

同交流
の
促進

三
つ
目
は 、
市
民
に
よ
る
異

文
化
理
解
の
促
進
で
あ
る 。
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
は 、
ラ
ウ
ン
ジ

まつ
り
や 、
世
界
の
舞踊・
音
楽

と
い
っ
た
文
化
や
料
理
の
紹介
や

交
流
会
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る 。

身近
な
地
域
で 、
外
国 、
ま

た
外
国
人
に
接す
る
機
会
を
持
て

る
こ
と
は 、

世界を
知
り 、
外
国

人
と
顔を
見
え
る

関係をつ
く
る

こ
と
で 、
国
際
的
な
感覚
な
醸成

ゃ 、
国
際
人
材
の
育
成
に
つ
な

がっ
て
い
く 。

3
点
ほ
ど
あ
げ
た
が 、
こ
れ

ら
が
総
体
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と

で 、

多文化共生
の
進
ん
だ
都
市

と
し
て 、
国
際
的
な

認知度 、
知

名
度
が
高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う 。
グロ
ー
バ
ル
な
都
市

間競争

を
勝ち
抜
く
意
味
で
も

姉妹友好

都
市 、
パ
ー
ト
ナ
ー

都市提携と

い
っ
た

海外都市と
の
交
流
と
と

も
に 、
足
下
を
固
め
る

多文化共

生
の
意義
は
大
き
い 。

今後
の
課
題

中
期
4
か
年
計
画
で
い
う
国

際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ・
区・
局
が 、

適
切
な

役割分担
を 、
と
は 、
ど

うい
うこ
と
で
あ
ろ
う
か 。
外
国

人
に
身近
で
あ
る
閏
際交
流
ラ
ウ

ン
ジ
や

区役所
が 、

支援
や
交
流 、

地
域
活
動へ
の
参加
と
い

う多文

化
共
生
の
拠
点
と
し
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
的
な
機能
を
持っ
て
い
く

一
方
で 、

情報提供
や
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
局
の
関係

部
署
が
サ
ポ
ー
ト
す
る 。

すな
わ

ち
大
都
市
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リッ
ト
と
地
域
展
開
と
い、
っき
め

細
か
き
を
融合
さ
せ
た
総
合
力
を

発揮
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る 。
加

え
て 、
課
題
解
決
に

取り組
む
に

あ
たっ
て
は 、
複
眼
的
な
視
点
が

欠
か
せ
な
い 。
外
国籍
や
外
閏
に

つ
な
が
る
子
供
の

居場所づ
く
り

で
は 、

授業
を
受
け
る
学
校 、
放

課後を
過
ご
す
地
域
の
双
方
向
か

ら
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、
在
住
外
国
人
に
対
す

る
多
言
語
で
の

情報提供
や
窓
口

対
応 、
相
談
と
い
っ
た
基
礎
的
な

サ
ー
ビ
ス
は 、

本来 、
行
政
の
担

うべ
き
業
務
で
あ
る 。
し
か
し 、

財
政状
況
が
厳
し
い
中
で
外
国
人

の
ニ
l
ズ
に
で
き
る
限
り応
え
て

い
く
こ
と
や
豊
富
な
国
際
人
材
を

有
す
る
本市
の
管長
で
あ
る
市
民

力
を
い
か
せ
る
地
域
の

環境を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

事在
で
も 、
医
療
通
訳
の
派遣
で

は
「

特定非営利

活動法人多言

語
社
会
リ
ソ
ー
ス
か
な
が
わ
(
M

I
C
か
な
が
わ)」
が 、
外
国
人

に
対
す
る
入
居・

居住支
援
の
た

め
に 、
「
N
P
O
法
人
か
な
が
わ

外
国
人
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー」
が
専
門
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る 。
Y
O
K
E
-も 、
こ
ど

も
の

学習支
援
や

消費者相談等

の
外
国
人
に
対
す
る
新
た
なニ
ー

ズ
対
応
や
日

本語学習支
援
に
取

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
l
デ
イ

ネ
1
ト
に
取
り
組
み
始
め
て
い

，。 。さ
ら
に 、
知
恵 、
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
く
こ
と
も
欠
か
せ
な

い 。
例
え
ば 、
南
区
で
は 、

各部

署
か
ら
な
る
多
言
語
対
応
の
検
前

プロ
ジェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

る
が 、
少
し
で
もコ
ス
ト
を
抑
え

な
が
ら
外
国
人
に
対
し
て
の
制

度 、

手続き
の

説明を
窓
口
で
行

う
た
め 、
多
言
語
に
よ
る
わ
か
り

や
すい

行政嘗科
の
翻

訳啓科
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
る 。

中
期
4
か
年
計
画
で
多
文
化

共
生
が
打
ち
出
さ
せ
た
今
年
は 、

多
文
化
共
生
推進

担当曹長会
も

活動を一
層 、
充
実
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る 。

多文化共生
指進担当線長会メンバー

都市経営局政策課長
赤岡
後

市民局広報課長

車両
藤紀子

市民局窓口サービス課長花園
勝

こども青少年局企画調整課長井尻
靖

健康福祉局企画課長
本音
究

経
済観光局経済企画課長下回康晴

消防局危機管理課長
大貧農幸

救
育委員会事務局人権救育

-児童生徒課長

膏警雨明

鱒見区区政推進課長
雨宮
勝

中区地域振興課学校支援・連携

担当課長

村田二郎

甫区区政推進課長

花内
洋

【事務局】
都市経営局国際政策課国際事業担

当課長

山本
治
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